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という関係であった．はじめに筆者は，第 5 回整理委員会（1938年 7 月 1 日）
で幹事試案が提示されたことを述べたが，そこでは試案の提示と説明だけで
あった．正式な審議の俎上にあげられたのは，相澤が言及した第18回特別委員


























































1919（大正 8 ）年と1927（昭和 2 ）年の中改正をふまえて筆者が作成したもの
である．もともとの表記は，紙面の上段から下段にかけて，第 1 学年から第 6
学年の教授内容と教授時数が示されている．しかし，本稿では後で提示する資






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































理科と裁縫は第 4 学年以降に配置され，国史と地理は第 5 学年以降に配置され
ている．
教授時数で工夫されている点としては，低学年における唱歌と体操が注目で
きるであろう．第 1～第 2 学年においては，唱歌と体操の別々に時間が配当さ
れず，両教科あわせて週あたり 4 時間が配当されている．また図画については，
第 5 ～第 6 年では男児に 2 時間，女児に 1 時間が配当されている．この教科で
女児は 1 時間少ないが，その代わりに裁縫において第 4 学年では 2 時間のとこ






























大きく 2 つの項目に分けられる．すなわち，「第一 一般方針」と「第二 改
正の主要点」である．前者については，6 点の方針が挙げられている．そして，




















































































第 3 学年から図画が分かれ，手工については第 5 ～第 6 学年において，男子が
手工を学び，女子が裁縫を学ぶというように工夫がされている．教科の種類に










































































































































































































































































































































































































































年限（国民学校 6 年，国民実修学校 2 年，計 8 年）や教科などに言及した 5 項
目の方針があげられている．そして，毎週教授時数案が示されている．両者は
別々に表記されているが，ここでは資料 1 ～ 3 に倣って，同じような形式の表






低学年（第 1 ～第 4 学年）では，皇民科，自然科，訓練科の 3 科とし，高学年




















































































































































































































































































































































































このような教科書の編纂構想について，例えば資料 4 における第 1 学年の「毎
週教授時数」を見てみると，「二一」という数値だけが表示されているが，こ
こには皇民科・自然科・訓練科の区切りはない．伊東の発言にあったように，
















































































教科（低学年〔第 1 ～ 4 学年〕では，皇民科，自然科，訓練科の 3 科とし，高




























































































































書 史料篇三『教育審議会諮問第一号特別委員会会議録』第 2 巻（第 5 輯～
第 8 輯）宣文堂書店1970年，86頁．
45）同上，86－87頁を参照．
46）同上，91頁を参照．
47）同上，91頁．
48）同上，91頁．
49）前掲，「教育審議会諮問第一号第十八回特別委員会会議録」，38頁．
50）前掲，「教育審議会諮問第一号第十九回特別委員会会議録」，68頁．
51）同上，68頁．
52）同上，68頁．
53）同上，69頁．
54）同上，70頁．
55）同上，70頁．
56）同上，82頁．
57）同上，82頁．
58）同上，82－83頁．
59）同上，83頁．
60）同上，83頁．
61）同上，94頁．
62）伊藤文一『皇国の道と国民学校－其の理念・性格・実践－』三井出版商会
1943年，51－52頁．
63）井上兼一「国民学校の低学年教科書の編纂に関する一考察－『教科書調査
会』に着目して－」『教育方法学研究』第31巻2005年．
付記：本稿の執筆にあたり，引用文の漢字は旧字体を新字体にあらためて表記
した．
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